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世容:ω料理を容しむ会『置を究明加料理Jを開催

3月9目、毎回参加者からご好評を頂戴してのる「世界の

料理を楽しむ会」が開催されましだ。舎固は「西アフリ力料理」

ということでセネガル出身のAしT7ミナタディオップさ
んを講師|こお迎えし腕を振るっていだ芝、きましだ。

アミナタさんは、現在は明宝lこ住み、英語指導助手として

明宝地区3校と八幡西中学校を担当されています。英語だ、

けではなく日本語も堪能で母国の公用語であるフランス語、

セネガルの地域言語(部族語)を含め4力国語を話すことが

できるそうです。

当日は、メインディッシユとなる「マ-フ工」という煮込み料理と、ツナ・コロッケ、野菜とチキンのスープ

を作りましだ。マ-フ工は鶏肉と野菜をビ-ナツバターで煮込んだ料理で、日本では東京、大阪、名古屋など

大都市lこ行かないと食べることができません。

多<の市民の参加があり、どの調理台も和気あいあいの雰囲気の中で調理が進みました。アミナタさんが、

イスラム教徒のだめ、材料の鶏肉はハラール認証食品(イスラム教の教義|こ従って作法どおり|こ処理されだ

食品)を使用しましだ。最近はハラールの食材も岐阜まで出向けば調達できます。

日本人の口lこ合うよう唐辛子の量を控えめ|こしたこともあり、マイルドな昧で大人も子供も美昧しくいた

一 一 ' 芝きましだ。コロッケやスープ|誌、フランス風アフリ力料理とい
った感じでこちらもお評でした。

食事の後片付けを済ませてから、

アミナタさんからセネガルの食文

化や伝統文化、自然や文化遺産など

の紹介を受けましだ。スクリーン!こ

映し出されだ色鮮やかなフアツシ

ヨンや、美しいピンク色のレトパ湖の説明の箇所では、感嘆の声

が上が、っていましだ。まだその後の質疑では、セネガルのことや

日本!こ来だ動機など、多くの質問がありましだ。思わず考えさせられだ

のは、経済状況|こ関する質問への答えでした。

「セネガルは日本と比べると貧しい。でも隣近所との助け合いの文化

が根付いています。独居老人など

はいません。豊かさと幸福とは遣

うと思う。」と話されだことです。

飢餓や貧困の解消に向けだ取り i
組みIct、世界が緊急|こ芯すべき課

題です。しかし心の豊かさと物の

豊かさとは遣うものだとの指摘は

重いと感じました。郡上妬きの7ミナタさん、どうもありがとうございましだ。
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日時平成27年4月22日(水)
会場 古今伝授の里運動公園

日本と7メリ力合衆国の間では、1912年!こ両国の友郊の印

として日本からアメリ力に桜の木3，000本の寄贈を行ってから

100周年を迎え、その返礼として米国から日本ヘハナミズキが

贈られ日本各地|こ植樹する「友郊の木ハナミス、キ・イニシアチ

ブ」と題した友妬交流事業が推進されており、郡上市|こは、名

古屋米国領事館を通じて 20本のハナミス、キが寄贈されました。

それを記念して開催されだ植樹式では、大和西小学校児童の

皆さんによる「よさこい」が披露されだ後、セレモ二ーか、行われ、

名古屋米国領事館のスティーブン・ G・コパチーチ首席領事、

日置市長、尾村議長など関係者の皆さん¥大和西小学校の児童

の皆さんととも!こ鷲見会長がハナミス、キの植樹を行いましだ。

第 3回学習会
日時:平成27年3月15日(日)

会場:郡上市総合文化センタ-

講師:郡上市AL T 3名 ジョン氏・アミナタ氏・マイケル氏

参加者 :30名

郡上市のALT(外国語指導助手)のジョンさん、

アミナタさん、マイケルさんを講師に招き、「不思

議なニッポン、クールな郡上!J というテーマで

パネルディス力ッションを行いました。

はじめに、パネリストの皆さんが写真などを使

って自国の紹介を行い、その後、パネルディス力

ツションでは、郡上に来て驚いたことやこうすれ

ば郡上がもっと良くなると思うことなどテーマに

沿って意見が述べられました。会場の参加者から

もたくさんの意見や質問が出され、これからの郡

上や共に暮らしやすい地域づくりについて活発な

意見交換が行われました。

2015 (平成27年)5月 ( 2 ) 
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郡上八幡国際友好協会と白鳥町国際交流協会が構成する郡上市国際交流推進協議会では、

国際理解の促進と多文化共生の地域づくりを進める一環として、全3回の学習会を企画し、

1月から 3月にかけて開{崖しました。
学習会では、県内外の国際交流推進団体の活動事例や支援内容を学ぶとともに、市内に

暮らす外国人の方を含め様々な人から意見を伺いながら、各団体聞の外国人支援の状況や

共に暮らしやすい地域づくりに向けた取り組みについて情報共有や意見交換を行いました。

第 1回学習会

日時:平成27年 1月22日(木)

会 場:可児市多文化共生センタ-フレビア

視察先:NPO法人可児市国際交流協会

(講師:事務局長各務員弓氏)

参加者:12名

多文化共生のまちづくりを推進するための拠点施

設「可児市多文化共生センターフレビア」を訪問し、

事務局長の各務員弓さんから、可児市国際交流協会

の多文化共生事業の取組みについてお話をいただい

た後、小学校就学前の準備教室の「ひよこ教室」を視察しました。

可児市の外国人登録者数は現在5%以上で、近年は国籍の多様化とともに永住者が増え、滞在期

間の長期化に伴う移住者のライフステージ(出産、子育て、就学、就職など) ，こ合わせた個別支

援が課題となっており、拠点施設であるフレビアを核に学習支援を軸とした様々な支援が行われ

ていました。

第 2回学習会
日時 :2月21日(土)

場所:白鳥ふれあい創造館

講師:大阪ボランティア協会藤原麻佐代氏

参加者:29名

大阪ボランティア協会の藤原麻佐代さんを講師

に招き、「日々の生活における多文化共生とコミュ

ニケーションJ というテーマで講演をいただきまし

た。講演では、情報を整理して簡潔に相手が理解し

やすい順序で伝える、単純な構造の短い文にする、

わかりやすい言葉・やさしい日本語を使うなど、 一

外国人など日本語を母国語にしない人とのコミュ

二ケ-ションを深めるためのコツを学びました。

また、講演の後は、参加者がグループに分かれ外

国人とのコミュ二ケーションで感じたことについて、

様々な場面でそれぞれが経験したことについて意見

交換を行いました。
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内閣府「国際青年育成事業」で訪日している工

ス卜二ア共和国とヨル夕、ン・ハシ工ミット王国の

18名の青年が郡上市を訪れましだ。弓|率してきだ

のは、このグループの受け入れをしている岐阜青

年国際交流機構 (IYEO岐阜)の皆さんです。

中近東のヨル夕、ン¥バルト三国の工ス卜二ア、

とも!こ私たち!ことって初めて受け入れる国でしだ。

伝統文化体験としての「郡上踊り」、産業観光・文

化体験として「手ぬぐいのスク リーン印刷J!ここ
案内しましだ。そしてグループ!こ分かれての城下

町の散策、最後|こ歓迎交流会へと続きます。彼ら!ct、

志摩市国際交流協会との交流
11月22白、 23日志摩市国際交流協会からの招請を

受け友好都市芯摩市を訪問。現地では市部 10周年のイ

ベント「みんなで、13¥れ愛 しま国際交流フエステイ/'¥')レ」

|こ参加し白鳥国際安流協会の仲間とともlこ浴衣姿で郡上

踊りを披露しました。夜には志摩市国際交流協会の箇々

と多い!こ~)，涜を深めました。まだ二日間にわだって叡待

を受けたさことをご報告するとともiこ、志摩の活動!こ学び

つつより一層の交流と関係発援!こ努めだいと思います。

2015 (平成27年)5月

直前|こ滞在した東京などとは遣う日本

の文化や景観を見つけ多<の笑顔を見

せてくれましだ。しかし私芝ち|ことっ

てもとても楽しい異文化体験でした。

移動の合聞や交流会では、文化や教育、

世界遺産など|こついての会話が交わさ

れ大いに盛り上がり友賂的な雰囲気に

終始しだことに触れておきだいと思い

ます。

壊警

稲沢市国際交流協会との交流郡;ZL詰JEてず話器2吉弘3222』:
としだ交流になりましだ。稲沢市の皆さんからは、姉妹都市であるギリシ?のオリンピア市との交流

報告などがされましだ。短い時間ながら次に繋がる有

意義な交流でした。
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ト岐阜大学サマースクール郡上プログラム|

一一一お世話|こなりましだ!一一一

会年も岐阜大学サマースクールの岐阜大学留学生

21人(スウェーデン 16名、ドイツ 1名、韓国4名)か7

月11 ，8 "" 1 4日 3泊4日の日程で郡上へやってきま

し芝。夏休みの間岐阜大学で日本語及び日本文化を

学びます。

日本文化体験講座(茶道、書道、郡上おどり、剣道等)

なと、の体験講座や八幡小学校児童だちとの交流会、

郡上踊りなどの日本文化にふれ、まだホストファミ

リーの万々と楽しい 3日聞を過ごし、郡上の夏を満

喫しました。ホストファミリーのみなさん、どうもありがとうございまし芝。
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********************** 郡上八幡国際友妬協会・八幡英会話サークルや"し 、英 A 語教室 共催、郡上市教育委員会後援同る毎年恒例の
初 、ft_商務互 行事「やさしい英会話教室」が郡上市総合文化

********************** センターで¥ 市内ALTの先生達 (ジ、ヨン・ 7
ドマコ、ボスク・ハミルトン、アミナタ・ディオプ、ジ、ヤステイン・マーシヤjレ)を講師!こ迎え、 6月 19 

日"'-'7月 17日(全5回)開催されましだ。
今年も市内各地の社会人及び学生、約33人の参加者があり、ゲ ムやスキット、

メソ力人で二胡奏者の洪さんlこよる素晴らしい演奏や英語の歌 (力一
ぺンターズ)を合唱して教室は大変好評でしだ。

それ|こ第 1回のゲスト7

やさしい日本語講座(在住外国人向け日本語教室)
日程:
会場:
参加者:
事業内容:

平成 26 年 10 月 9 日~ 11月6EI (毎週木曜日・全5回開催)
郡上市文化センター
受講者28人(参加者 10人、ボランティ?10入、協会員8人)
ボランテイア講師、協会員iこよる在住外国人への日本語学習支援

毎年続けてきている日本語教室を開催しましだ。会回は中

園、ベトナム、口シ?の出身で郡上|こ暮らしている方々が参

加されましだ。

海外から来て日本で生活する上で障害になることとして「言

葉の壁JI制度の壁JI心の壁」の三つ壁が挙げられます。と
りわけ言葉や文化の壁は深刻です。近隣の万と上手<意思疎

通ができないため起こる問題や、文化に対する不理解から生

起する問題は枚挙|こいとまがありません。海外の多くの国で

l誌、移住者に対してその国の言葉や文化を習得させることは、政府や地方自治体の大切な仕事になっています。

しかし残念ながら表向き移民がいないことlこなっている日本では、それはボランテイ?の役目lこなっています。
そこで私だち友妬協会も数年前から日本語教室を開催し、彼らが日本語や日本文化を習得する支援を続けてき

ています。皆さんが知っていらっしゃる以上|こ、多くの国の人が郡上市で生活していま寸。日本人の配偶者とな

っている万も皆さんの周り|こいらっしゃると思います。まだ小さな

子供や小中学生の年代の予供もいます。

日本語ができないだめ教育を受けられないことは当人や家族主ゴけ

でなく地域|ことっても国|ことっても不幸なことです。本当lこ必要な

方で教室|こ参加できない万があることも知っています。私左ちは、

多<のボランテイ?の万ととも|こ不十分ですが、日本語学習麦援を行

っていきます。市民の皆様のご理解とご支援をお願いしだいと思い

ます。まだ私芝ちは、日本語教室芝けでなく多文化共生の活動を続

けています。多文化共生lこついては改めて紙面|こ載ぜる予定です。
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郡上八幡国際友好協会は、海外の青少年と郡上の青少年との

交流を橋渡ししています。これまでもインドネシアの高校生や

ベトナムの高校生、中国の高校生を始め、世界各国の学生や青

年を受け入れてきました。

その中で最も多いのは毎年岐阜大学のサマースクールに来る

留学生です。そして今年は、記念すべき 20回目!!なのです。スウェーデン・ルンド大学と韓国・
~ ，- .: -.... 木浦大学、アメリ力・ノ-ザンケンタッキ一大学から男女23人

が郡上でのプログラムに参加します。

彼らは3泊4日で郡上市にホームステイし日本文化講座を受講
します。そして皆さんの家庭で、あなたの家族とともに郡上での

生活をエンジョイします。

期間は 7月 10日'"'-'1 3日
なので郡上踊りも楽しめます。

また全員日本語ができるので安心ですO

お申し込みやお問い合わせは下記に電話かメールでお願い

します。また情報は、随時ホームページとフェースブックに

アップします。時折見て下さいね!

Lホユト..ミIソプ?英会話教嚢の申込先J
郡上八幡国際友括協会事務局(郡上市役所秘書広報課内)
80575-67-1121 メール:Iくouhou@city.gujo.gifu.jp

今年もやさしい英会話教室を開催します。会話を中心とした教室です。

むずかしい文法等は考えないで、とにかく外国の先生達の生の英語に触れて楽し

んで下さい。

市内ALTの先生

郡上市文化センター

。講師

。場所
。日程
。時間

。参加費

6月23日(火)，.._， 7月14日(火) (全4回)

午後7時半~
2，000円(学生 1，00 0円)(全4回分)

l法人会員一覧 棚 j閑 I

紛大原林産

紛木越組

符キング(相生モータース)

郡上八幡ホテル積翠圏

郡上合板紛

郡上板金企業組合

紛古池タクシー

国際ソ日プチミスト般車'郡上

堀谷~院

力一・ポート・マド力紛

株式釘I工ヌ工ーオ-NAO 
~三栄コンサルタント
十六銀行紛八幡支活

庄村学習塾

大日造閤土木~

締高垣組

東海精機紛

八幡信用金庫

八幡病院

松田土木

紛丸芳組

紛ミノグループ
斎藤印刷

杉下室院

ベイホックトラベル紛
紛水のまち郡上八幡

流響の里

⑩トップス
郡上八幡産業振興公社

同

2員募集中
郡上八幡国際友好協会では会員を

募集しています。

個人会員/3，000円
年会費は

法人会員/10，000円

年会費は、留学生の受入や学習会、

料理を楽しむ会などの事業や広報活

動の費用として大切|こ使われます。

国際交流事業の企画|こ関心があり、

一緒|こ手伝ってく芝さる万も募集し

ています。

お問い合せ:郡上八幡国際友括協会事務局

TEL 67 -181 1 

ホームページも更新中!どうぞご覧ください。
www.gifa.jp 

恒

E主

ロ


